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4月17日（金）文明の利器は人類の共有財産 

 私は、人類の生み出したさまざまな利器は、それが誰に

よって発明され、どこの国で開発されたものであっても、

原則としては人類全体で分け持つべきであり、正しく生か

し合うべきだと考えている。つまりそれらは人類の共有財

産なのであって、その価値を国境を越え、人種を越え、あ

るいは時代を越えて分かち合おうと願うのは、これは人間

として当然持つべき心情であり、社会的態度だと思う。 

 衆知を生かし合い、協力して共同生活を高めていくとこ

ろに、人間本来のすぐれた特性がある。そのことをお互い

に自覚実践することなくして、自他ともの繁栄、平和、幸

福は求められないであろう。 

 

4 月 18 日（土）人をひきつける魅力を持つ 

 指導者にとって、きわめて望ましいことは、人をひきつ

ける魅力を持つということだと思う。指導者に「この人の

ためには……」と感じさせるような魅力があれば、期せず

して人が集まり、またその下で懸命に働くということにも

なろう。 

 もっともそうは言っても、そうした魅力的な人柄という

ものはある程度先天的な面もあって、だれもが身につける

ことはむずかしいかもしれない。しかし、人情の機微に通

じるとか、人を大事にするとかいったことも、努力次第で

一つの魅力ともなろう。いずれにしても指導者は“ひきつ

ける魅力”の大切さを知り、そういうものを養い高めてい

くことが望ましいと思う。 

 

4 月 19 日（日）寝食を忘れて 

よく「寝食を忘れて打ち込む」と言いますが、自転車用

のランプを造ったときの私は、まさにそんな状態だったよ

うに思います。しかし、つらいとか苦しいといったことは

少しも感じませんでした。それはやはり私が、それまでの

自分の体験なり世の人びとの姿から、このままでは不便だ、

何とかより便利なものを造り出したいという強い願いを

持ち、と同時に私が、そのような仕事が非常に好きだった

からだと思います。「必要は発明の母」という言葉があり

ますが、新しい物を生み出すためには、その必要性を強く

感じ、その実現のために一生懸命打ち込むことが大切だと、

そのとき、しみじみと感じました。 

 

4 月 20 日（月）社会人としての義務 

 われわれお互いが、みずから進んで常識を豊かにしてゆ

くとか、仕事の力をさらに高めてゆくということは、もち

ろん自分自身のためではありますが、それは同時に、社会

に対する一つの義務でもあると思います。たとえば、われ

われの社会で、すべての人が一段ずつ進歩したとするなら

ば、社会全体も一段向上します。ところが他の人がみな三

段進歩したのに自分は一段も進歩しなければ、社会全体の

平均の段数は三段上がらないことになります。自分ひとり

のために全体の水準の向上が犠牲になるわけです。 

 われわれは、このような社会人としての義務感をしっか

り認識し、日々努めなければならないと思います。 

 

4 月 21 日（火）信頼すれば 

 人を使うコツはいろいろあるだろうが、まず大事なこと

は、人を信頼し、思い切って仕事をまかせることである。

信頼され、まかされれば、人間は嬉しいし、それだけ責任

も感じる。だから自分なりにいろいろ工夫もし、努力もし

てその責任を全うしていこうとする。言ってみれば、信頼

されることによって、その人の力がフルに発揮されてくる

わけである。 

 実際には百％人を信頼することはむずかしいもので、そ

こに、まかせて果たして大丈夫かという不安も起こってこ

よう。しかし、たとえその信頼を裏切られても本望だとい

うぐらいの気持があれば、案外に人は信頼にそむかないも

のである。 

 

4月22日（水）しつける 

日本人は、頭もよく、素質も決して劣っていない。だか

ら何がいいか、悪いかぐらいは百も承知しているはずであ

るが、さてそれが行動になって表われたりすると、たちま

ち電車に乗るのに列を乱したり、公園や名所旧跡を汚した

りしてしまう。 

やはりこれはお互いに「しつけ」が足りないからではな

いかと思う。いくら頭で知っても、それが子どものときか

らしつけられていないと、いつまでたっても人間らしい振

舞が自然に出てこない。つまりせっかくの知識も「しつけ」

によって身についていないと、その人の身だしなみもよく

ならず、結局社会人として共に暮らすことができなくなっ

てくるのである 

 

4 月 23 日（木）即断即行 

昔から「兵は神速を貴ぶ」という言葉がある。一瞬の勝

機を的確につかむかどうかに勝敗の帰趨がかかっている

場合がある。そういうときにいたずらに躊躇逡巡していた

のでは機会は永遠に去ってしまう。だから大将たる者は、

即断、即行ということがきわめて大事である。 

これは何も戦にかぎらず、一国の運営、会社でも同じで

ある。情勢は刻々にうつり変わっていく。だから一日の遅

れが一年の遅れを生むというような場合も少なくない。も

ちろんきわめて慎重に時間をかけて事を運ぶことが必要

な場合もある。しかし大事にあたって即断、即行できる見

識と機敏な実行力は指導者に不可欠の要件だと言えよう。 

 


